
令和７年４月 

共に幸せを感じる新堀の教育 【2025 重点】 

し 信頼感 あ 安心感 わ わくわく感 せ 成長の実感 

校長 地平 憲司 

「すべては子どもたちのために」 

    ～みんなで みんなのウェルビーイングを創っていく学び舎～ 

 

目指す教師像     お互い様の気持ちをもって支え合い・高め合う教師 

目指す児童像     自分の良さ、仲間の大切さを知り、学び合う児童 

               ・自分の個性を知り、長所を伸ばすことが生きる力になる。 

               ・相手の特性を知り、互いを認め合えば仲間になれる。 

保護者との協働    未来への一歩を共に考え、悩み、支え合う同行者     

地域との連携     たくましく生き抜く児童を共に育んでいく共同体 

 

★ウェルビーイングへの必要条件（子どもたちに身に付けてほしい非認知能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★教職員が特に意識すべきこと 

・学習環境の整美（真っ新な朝を迎えられる整理整頓が行き届いた教室） 

・基礎基本の充実（学年や担任がかわっても変わらない「学びのスタンダード」の確立・継続） 

・非認知能力への共通理解・実践（観察、情報収集、報連相、研修） 

・働き方＆働きがい改革（１分を削る視点・実践、働きやすさに向けた同僚性） 

・地域保護者との協働（傾聴と説明責任、積極的な声掛け、地域行事への参加） 

あなたらしく 

（お互い様） 

あいさつ（笑顔） 

ありがとう（感謝） 
やってみよう（挑戦） 

ごめんなさい（素直） なんとかなる（楽観） 

あきらめない（根気） 


